
多喜浜校区まちづくり懇談会 開催結果報告書 

 

開催日時     平成２８年７月１日（金） １９：００～２０：４０ 

場所       多喜浜公民館 

司会・進行    日野連合自治会長 

参加者数     男  ６１ 人    女 ３１ 人    合計 ９２ 人 

 

 

 

質疑応答（要約） 

1. 連合自治会共通の市政課題 

市政課題名（安全、安心のまちづくりについて） 

 

テーマ①校区防災訓練について 

 

（連合自治会長） 

多喜浜校区では公民館と小学校が指定避難所になっているが、荷内や黒島、阿島の上の

ほうで災害が起きたときには遠くてなかなか来られない。各自治会館を避難所として確立

し、そのために自治会館の耐震をしていただきたい。 

自治会館を避難所とするなら備蓄も必要、行政で手立てしてほしい。 

新居浜市は他の市町村に比べて防災士の数が少ないので数を増やしていただきたい。 

現状の校区単位の避難訓練を自治会単位でできるようシステム整備と助成をしてほしい。 

 



（市民部長） 

市では、小学校や公民館を指定避難所に指定しており、現在は自治会館を自主避難場所

として登録するようお願いしている。開設や運営は自治会にお願いするようになるが、災

害のときには他の施設と同様の対応をする。 

自治会館の耐震につきましては、自治会館を対象とする耐震補助制度はまだありません。

今後、連合自治会さんとも協議して、自主避難所として登録していただける自治会館を

対象に補助制度が作れないかを検討さいせて頂きたい。 

防災士の増員につきまして、市では、色々な研修に行ってもらい防災士を増やしており

ますが、市内の連絡体制づくりも進めている。新たに防災士の資格を取られる方にはある

程度の費用は出ると思っております。 

自治会館の備蓄につきましては、市では指定避難所を中心に備蓄物資の配備を順次行っ

ている。災害時には、指定避難所から備蓄物資を各自主避難所に配送することを計画に盛

り込んでいます。自治会館は自主避難所ということなので、まず「自助」の水や食料など

を「共助」の中で活用して頂けたらと思っております。 

単位自治会での防災訓練に対する支援でございますが、まず、単位自治会でよく行われ

る訓練は、炊出し訓練、土のう作成訓練、救命救急訓練、防災関係の講話等があります。 

炊出し訓練、土のう作成訓練につきましては、お米、土のう袋、使用する土等について、

予算の範囲内で支援させていただきます。また、防災関係の講和につきましては、職員が

プロジェクター等を使用してお話をさせていただきます。 

 

テーマ②救急医療体制の現状について 

 

（消防本部・福祉部長から説明） 

 

（参加者） 

１１９番の救急車をお願いする前に、救急搬送の必要性の有無を確認するため７１１９

番に電話してまず相談してほしいという話をテレビで見ました。新居浜市もそのような形

でよろしいでしょうか。 

 

（消防本部） 

都会では電話して救急搬送の必要性の有無を教えるダイヤル通話がありますが、新居浜

市独自ではそういったものはありませんが、消防にも一般加入電話があり、２４時間受付

ますので、そちらに聞いていただければ救急搬送が必要かどうか判断いたします。 

 

２．校区の課題 

課題名①（白浜地区の排水環境の改善要望について） 



 

（白浜自治会） 

 平成 23年度の校区集会で要望した白浜西地区の旧県道南側排水路改善の再要望です。 

当時、該当排水路は、距離が長く勾配が悪いことから、水が流れにくく、水が滞留して

いる状態にあり、堆積した土砂がヘドロ状態で、悪臭などにより周辺住民が大変困ってい

る状況であったため、対応を求めました。全体設計の中で、北側水路のボックスカルバー

ト方式による大規模改修が優先され、該当水路は、年 1 回のバキューム車による汚泥の除

去という一時的な対処の状態が続いている状態です。現工事とは別に対策をし、問題解決

をしてほしい。 

 多喜浜橋上流の河川及び水路の改修です。 

白浜川上流の砂防堰堤事業の終了後、県の事後処理整備にも合わせ、これまで改善要望

をしております多喜浜橋上流、白浜川の川底及び護岸、関係水路の改修を進めてほしい。 

（環境部長） 

白浜西地区の旧県道南側排水路の改善については、旧県道南側排水路は勾配がなく水が

流れない状態で排水が滞留しヘドロ化する状況であったため、要望いただいた当時、民地

を利用させていただいてバイパス管路を設置する方法も検討しました。しかし、当該水路

は勾配も十分でないことから、十分な排水の勾配を確保することが出来ません。そのよう

なことから、設計をやり直し、平成２７年度から水路の全面的な改修に着手いたしました。

このことから、ご要望の旧県道部分の水路改修に入るのは、平成３２年の予定で、まだま

だ期間をいただかなければなりません。それまでは、バキュームで堆積汚泥を撤去するこ

とで対応したいと考えております。 

白浜川の護岸補修につきましては、右岸側（東側）はコンクリートが劣化して老朽化し、

本来であれば全面改修ということになりますが、護岸上に一部建物等もあり、現状では、

全面的な改修が現実的には難しい状況です。西側は、東に比べると比較的状態は良いもの

のひび割れがありますので、東側も含めて、必要に応じて部分補修にて対応して行きたい

と考えています。 

唐津山から白浜川へと流れる水路については、特に大潮の時に水の流れが悪い状況です。

白浜川までの全面改修については距離も長く難しいことから、平成２６年に作った北側水

路へバイパス水路で分水し、軽減することができないかを早急に検討していきたいと考え

ております。 

 

課題名②（多喜浜小学校西側水路の蓋かけ及び出入り口の設置について） 

 

（東浜自治会） 

  多喜浜小学校体育館西側の水路について、学校敷地内にある塩の学習館などへの進入が

容易となるように水路へ床板を架けるなどしていただき、利用者の利便性を高めるととも



に数台分の駐車場の確保を図っていただきたい。平成 27年度のまちづくり校区懇談会でも

要望しているが、多喜浜校区の象徴的な施設をさらに有効に利用するため、改めて検討し

ていただきたい。 

 

（教育長） 

今年から別子銅山の「山の産業遺産」と多喜浜塩田の「海の産業遺産」を子どもたちに

伝えて行くということで、小学生の学習の中に多喜浜塩田の学習を組み込んでいます。人

数もはるかに多く集まってくると思います。その中でかん水を一輪車で運んでいただくの

は、止めなければいけないと思っております。体育館の西側の入口から体育館と校舎の間

の渡り廊下を通って塩の学習館に横付けできるところまで車が入れる気がいたします。 

その場合、途中にあるサッカーゴールのところにあるネットが２重にあり、今のままで

は車に当たるので、ボールが塩の学習館に当たらず、車が潜れる道を確保できるのであれ

ば、渡り廊下にスロープを付け、車がソルティの入口の横に付けれるようにするのが、現

地を見て、一番いいのではと思っているところです。 

もう一つは、プールのすぐ北側の水準点のところまで車で入っていく案もある。空き地

の部分のイチジクの木を抜いて更地にするのが可能であれば、それも一つの選択肢となる。 

どちらかの手法を考えて、皆さんの意見を聞きながら、要らない力を使わずに済むよう

にしたいと思っております。 

 

③課題名（多喜浜保育園の工業試験場跡地への移転要望について） 

 

（社会福祉協議会多喜浜支部） 

 多喜浜保育園は駐車場スペースが５台分しかなく、乗用車が駐車すると車体が市道には

み出すほど狭いため危険性も高い。保育園の建物も昭和５３年に改築されたもので、現在

まで大規模な修繕工事はなされていません。平成２５年のまちづくり校区集会では、駐車

場問題の解決と交通事故の回避及び防災の観点から移転検討を含め地域課題として取り上

げ、結果、移転問題は、新居浜市全体の保育園の施設整備計画との関連で今後の検討課題

となった経緯があります。 

保育園児の安全確保や周辺環境を考えると、多喜浜体育館や多喜浜児童遊園地に隣接す

る、本年３月に廃止された工業試験場跡地に移転するのが最適だと思われるため、移転の

検討をお願いします。 

 

（福祉部長） 

多喜浜保育園の駐車場については、以前にも要望をいただき、現状では、送迎時などに

保護者に協力いただき、大型車については、園舎西側のフェンス沿いへ縦列駐車すること

によって、以前よりも安全で円滑な駐車場の運用に努めているところですが、まだ危険で



あるという話も伺っております。保育園の職員駐車場として現在は保育園西側の未登記地

を使用しているが、ＪＡ多喜浜支所跡地を使用できないかということをＪＡに相談中であ

る。それが可能なら西側の未登記地を送迎の保護者用駐車場として使用したいと考えてお

ります。 

工業試験場跡地への移転については、地元からの要望もいただいておりますが、平成２

９年度を目標に公共施設の再配置計画を作る中で、多喜浜保育園以外の公立保育園も含め

てどういう配置をしていくかをご要望も踏まえ検討して参ります。なお、今年度について

は公共施設の長寿命化を図るためにアセットマネジメントによる多喜浜保育園の外壁改修

工事を行う予定です。 

 

（社会福祉協議会多喜浜支部） 

ＪＡ多喜浜支所跡の近くにお宮があり、祭事の際には多くの人がＪＡの前に車を停める

ため職員駐車場のスペースはたぶん取れない。できるだけ工業試験場跡地のほうへの移転

を検討してほしいと思っています。 

 

（福祉部長） 

今の多喜浜保育園は、築３８年が経過しましたが、鉄筋コンクリート造２階建で耐用年

数を考えて６０年は持たそうということで長寿命化を図っているのが現状です。工業試験

場跡地の近くには児童公園や体育館もあり、公共施設の再配置計画のときに検討いたしま

すが、そこに移転できるかどうかというのは約束できません。移転時期もすぐということ

にはならないと思いますので、ご理解いただきたい。 

 

（連合自治会長） 

多喜浜保育園が移転したら保育園跡地を公民館駐車場として使用できる。それも含めて

検討してほしいと思います。 

 

 


